
 競技 11  

SAJ／FIS 公認大会推薦枠について（アルペン種目） 

＊ ノルディック種目は別に定める。 

 
大会の名称 

 

推薦 
出場枠 推薦 

区分 様式 推薦 
窓口 申込先 

男子 女子 
全日本マスターズスキー大会 各組10名 各組10名 県連 大会様式 東海林 東海林 

ｼ゙ ｭﾆｱｵﾘﾝﾋ゚ ｯｸｽｷー 大会 
K1 1名 1名 県連 

大会様式 武井 武井 
K2 南関枠 南関枠 南関 

全日本スキー選手権（技術系・高速系） 1名 1名 県連 大会様式 轟 県連事務局 

県連推薦枠のある大会（学連を除く） 各大会の要項確認 県連 大会様式 井堀 県連事務局 
 

＊ジュニアオリンピックスキー大会のＫ1においては、SAJ会員登録数によって推薦出場枠が増加することがある。 

 

全日本スキー選手権、ジュニアオリンピックにおける選手選考について 

１．全日本スキー選手権 

加盟団体枠での出場資格は下記のとおりとする。 

   千葉県スキー選手権（以下、「県選手権」という。）に出場し、種目別3位以内で且つ、下記のポイント基準を満たす者。 

     技 術 系 ： ＦＩＳポイント 男子200点以内  女子 200点以内  (ＳＬ、ＧＳ 共通) 

              ＳＡＪポイント 男子150点以内  女子 150点以内  （    〃     ） 

スピード系 ： 個別協議（原則として、SGのFIS又はSAJポイント取得者に限る） 

  なお、推薦を受けるにあたっては、推薦願を所定の様式にて県選手権エントリー締切日までに県連事務局宛てに提出すること。 

ただし、複数名が基準を満たした場合は、県選手権（種目別）上位者を推薦する。 

※スピード系種目については、県選手権のＧＳ種目を選考基準とする。 

  ※県選手権が天候等の事由により開催されなかった場合や、本大会の開催時期によっては前年度の県選手権の結果を基準に   

選考することがある。 

  ※推薦願を提出した選手は、県選手権においてマテリアルコントロールを行う。 

※基準とするFIS及びSAJポイントは県選手権の選手会開催日時点で有効となるポイントとし、技術系種目においては１種目で基   

準を満たしていれば両種目の選考対象とする。 

  ※加盟団体枠は有資格者を有さない団体に与えられるものであるため、推薦基準を満たしていても推薦を与えない場合や、推

薦を取り消すことがある。（本大会エントリー締切日後発表のポイントリストにより出場資格を得た選手が出た場合等） 

 

２．ジュニアオリンピック  

➀ジュニオリＫ2選考 

    県連枠の廃止に伴い、南関東ブロックスキー協議会よる選考方法として、ブロック選考とする。（25～26シーズン詳細未定） 

②ジュニオリＫ1選考 

（１）選考対象レース 

・南関東ユース野沢温泉大会（大回転、回転） 

・千葉県ジュニアスキー選手権大会（大回転、回転） 

（２）選考方法（SAJ参加枠決定数により上位より選出） 

成績上位者より決定する。（男女共に参加枠決定数：種目毎に選出） 

・ポイント制とし、ワールドカップ方式のポイントを付与する。 

（1位：100点、2位：80点、3位：60点、4位：50点、5位：45点） 

※同順位となった場合、1本目の遅いスタートの選手を上位とする。 

・大回転競技、回転競技、それぞれのポイント加算で選考する。 

・合計ポイントが同点となった場合は、南関東ユース野沢温泉大会の順位を優先する。  

（３）その他 

南関東ユース野沢温泉大会、千葉県ジュニアスキー選手権大会のいずれかが中止となった場合は、実施大会の成績を

考慮する。両大会共に中止の場合、千葉県スキー連盟競技部強化委員推薦で選考する。 




